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（１）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）11月 5日 第 331号 

ヘルメッ

トは必須 

                           

 

令
和
４
年
度 

 
 

  
   

  
   

  

第
２
回
安
全
就
業
委
員
会
開
催 

  

去
る
10
月
11
日
㈫
に
令
和
４
年
度
第
２
回
安
全

就
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

４
つ
の
議
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
が
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

１
．
令
和
４
年
度
安
全
就
業
事
業
報
告 

  

安
全
就
業
委
員
会
の
開
催
、
研
修
会
・
講
習
会
の

実
施
、
安
全
就
業
強
化
月
間
、
安
全
就
業
に
関
す
る

活
動
実
績
報
告
、
そ
の
他
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が

県
内
シ
ル
バ
ー
の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
モ

デ
ル
セ
ン
タ
ー
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。 

２
．
令
和
４
年
度
会
員
事
故
状
況 

  

会
員
事
故
状
況
（
令
和
４
年
９
月
末
現
在
）
と
し

て
、
傷
害
事
故
が
６
件
、
賠
償
責
任
事
故
が
５
件
、

熱
中
症
見
舞
金
制
度
に
該
当
す
る
案
件
に
つ
い
て
は

３
件
で
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
傷
害
事
故
は
５
件

増
加
、
賠
償
責
任
事
故
は
１
件
減
少
、
熱
中
症
は
３

件
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
賠
償
責
任
事
故
５
件
の
内
、
４
件
は
草

刈
機
事
故
（
飛
び
石
３
件
、
立
水
栓
破
損
１
件
）
で
、

相
変
わ
ら
ず
大
半
を
占
め
て
お
り
、
主
に
現
場
で
の

準
備
不
足
が
事
故
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
夏
日
は
５
月
に
始
ま
り
、
猛
暑
は
６
月
末

か
ら
９
月
末
ま
で
長
期
間
続
き
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
熱
中
症
の
発
症
は
、
４
月
か
ら
８
月
末

ま
で
の
間
で
３
件
発
生
し
ま
し
た
。 

熱
中
症
は
、
屋
内
で
も
発
症
し
、
い
つ
ま
で
も
体

調
不
良
が
続
き
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
、
十
分
注
意

し
て
就
業
し
ま
し
ょ
う
。 

３
．
第
１
回
安
全
就
業
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果 

  

熱
中
症
予
防
の
注
意
喚
起
、
就
業
場
所
へ
行
き
帰

り
の
途
上
事
故
の
注
意
喚
起
に
重
点
を
置
い
て
、
７

月
・
８
月
の
６
日
間
で
11
か
所
に
、
安
全
就
業
委
員

と
安
全
就
業
推
進
委
員
を
含
む
事
務
局
職
員
で
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

○ 

指
摘
事
項 

☆ 

草
刈
り
作
業
時
の
石
の
飛
散
防
止
対
策 

☆ 

庭
木
剪
定
作
業
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用 

☆ 

熱
中
症
の
注
意
喚
起 

☆ 

就
業
先
へ
の
途
上
事
故
の
注
意
喚
起 

☆ 

安
全
就
業
ワ
ッ
ペ
ン
、
名
札
の
着
用 

４
．
安
全
就
業
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

  

10
月
１
日
～
12
月
31
日
の
期
間
、
剪
定
作
業
中

の
転
落
・
転
倒
・
落
下
に
よ
る
傷
害
事
故
及
び
賠
償

責
任
事
故
等
を
防
止
す
る
目
的
で
、「
剪
定
作
業
中
の

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

前
年
度
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
事
故
は
１

件
だ
っ
た
の
で
、
今
年
度
は
事
故
件
数
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
ま
す
。
以
上 
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（2）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）11月 5日 第 331号 

 就業報告書（11 月分）の提出は 12 月５日 ㈪ までにお願いします。 

 

 
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

事
業
推
進
交
流
大
会
開
催 

 

去
る
10
月
12
日
㈬
、
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
中
区
金
山
）
に
於
い

て
、
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
を
対
象
と

し
た
、
事
業
推
進
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
在
籍
し
、
功
労
の
あ

っ
た
セ
ン
タ
ー
役
員
及
び
会
員
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
事
例
発
表
等
を

行
い
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
14
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
大
会
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
前
里
会

長
が
開
会
宣
言
を
、
会
員
の
越
野
さ
ん
が
司
会
進
行

を
行
い
ま
し
た
。 

 

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略) 

☆
愛
知
県
知
事
長
寿
表
彰 

長 

屋 

道 

夫 

☆
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
優
秀
役
員 (

順
不
同) 

間 

所 

孝 

雄 
   

加
藤 

龍
夫 

小 

椋 

友 

良 

☆
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
模
範
会
員 (

順
不
同) 

墨 
 

二
三
男 

   

伊 

藤 

矩 

政 
 

福 

島 

重 

信      

岩 

田 
 

猛 
 

戸 

松 
  

勝       

北 

川 

キ
ヨ
子 

森 
 

正 

美 
 
  

江 

口  

ト
メ
子 

宇
佐
見 

 

操       

犬 

飼  

仁 

一 

受
賞
者
喜
び
の
声 

 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
福 

島 
 

重 

信 

こ
の
度
は
、
模
範
会
員
と
し
て
表
彰
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

私
は
平
成
16
年
４
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
以
来
、
18
年
間
庭
師
と
し
て
主
に
一
般
家
庭

の
庭
木
を
剪
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

作
業
終
了
後
に
、
お
客
様
か
ら
「
綺
麗
に
し
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

が
、
一
番
嬉
し
く
て
今
日
ま
で
、
シ
ル
バ
ー
会
員
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
ま
だ
ま

だ
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

               

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施 

 

木
曽
川
支
部
室
内
作
業
班 

 
 
 
 
    

（
木
曽
川
）
北
野 

三
和
子 

木
曽
川
支
部
の
室
内
作
業
班
は
、
９
月
30
日
㈮
に

会
員
相
互
の
交
流
を
兼
ね
た
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
も
良
く
、
会
員
10
名
が
参
加
し
、
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
木
曽
川
支
部
・
北
保
健
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
清
掃
と
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
約
１

時
間
の
活
動
終
了
後
に
は
周
辺
も
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
中
で
の
作
業

で
大
変
で
し
た
が
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
充
実

感
で
一
杯
で
し
た
。 

活
動
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

清掃風景と木曽川室内作業班の皆さん 

開会宣言をする前里会長 

会員の福島さん、越野さん 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）11月 5日 第 331号 

 
 
 

令
和
４
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
朝 

日
） 

 

山 

田 
 

辰 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
あ
い
い
か 

思
う
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

 
 

＃18 
 

今
回
（
18
回
目)

ご
紹
介
す
る
の
は
、
松
降
交

差
点
を
大
雄
会
病
院
方
向
に
進
み
、
道
な
り
で
１

５
５
号
線
を
小
牧
方
面
に
４
㎞
少
々
行
く
と
、
左

手
に
一
宮
工
科
高
等
学
校
が
あ
り
、
そ
の
東
側
の

道
路
を
北
方
向
に
３
０
０
ｍ
位
進
ん
だ
道
路
右
側

（
千
秋
町
佐
野
郷
西
）
に
あ
る
「
コ
コ
ロ
カ
フ
ェ
」

の
モ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。 

 

店
内
は
広
く
も
狭
く
も
な
く
、
イ
ン
テ
リ
ア
も

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
作
り
で
し
た
が
、
人
気
店
ら
し

く
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。 

コ
ー
ヒ
ー
等
の
ド
リ
ン
ク
に
、
日
替
わ
り
の
厚

切
り
ト
ー
ス
ト
、
厚
切
り
ハ
ム
サ
ン
ド
と
野
菜
サ

ラ
ダ
が
付
い
て
３
９
０
円
（
税
込
）
。
卵
が
付
い

て
い
な
い
の
は
残
念
で
し
た
が
、
サ
ラ
ダ
の
量
が

多
く
て
二
重
丸
で
し
た
。 

通
常
の
モ
ー
ニ
ン
グ
の
他
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ

ー
ニ
ン
グ
が
用
意
し
て
あ
り
、
ド
リ
ン
ク
に
プ
ラ

ス
し
て
、
今
回
チ
ョ
イ
ス
し
た
パ
ン
生
地
の
器
に

入
っ
た
ミ
ー
ト
ド
リ
ア
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
野
菜

サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
が

７
０
０
円
（
税
込
）
。
他
に
、
ミ
ー
ト
ド
リ
ア
と

同
じ
よ
う
に
パ
ン
生
地
の
器
に
入
っ
た
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
の
セ
ッ
ト
６
０
０
円
（
税
込
）
、
ビ
ー
フ
シ

チ
ュ
ー
の
セ
ッ
ト
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）
、
チ

ー
ズ
カ
レ
ー
の
セ
ッ
ト
１
，
２
０
０
円
（
税
込
）

が
選
べ
ま
す
。
パ
ン
生
地
の
器
も
食
べ
る
こ
と
が

出
来
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
味
と
も
に
満
足
の
モ
ー
ニ

ン
グ
で
し
た
。 

モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
は
、
午
前
６
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で
で
、
定
休
日
は
水
曜
日
で
す
。 

                           

    

浅
井
町
の
大
野
極
楽
寺
公
園
内
野
球
場
西
南
角

に
大
野
杁
（
杁
（
い
り
）
は
水
門
の
こ
と
）
の
石

碑
が
あ
り
ま
す
。 

大
野
杁
は
、
江
戸
時
代
初
め
の
慶
長
年
間
、
徳

川
御
三
家
の
尾
張
藩
を
置
く
に
あ
た
り
、
木
曽
川

の
水
を
取
水
し
大
江
川
と
結
ん
で
、
尾
張
平
野
の

水
田
に
水
を
供
給
す
る
目
的
で
、
一
宮
の
工
匠
原

田
六
助
ら
が
命
を
受
け
築
造
し
た
大
杁
で
す
。 

 
 
 

 
 

 

 

当
時
の
木
曽
川
は
水
の
勢
い
で
南
岸
が
洗
わ
れ

て
、
川
と
大
野
村
の
間
に
は
瀬
違
い
も
あ
り
、
用

水
の
取
水
が
す
こ
ぶ
る
便
利
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
大
野
杁
は
土
砂
堆
積
に
よ
り
取
水
不
能
と

な
り
、
杁
が
上
流
に
移
さ
れ
て
そ
の
役
目
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
大
野

杁
は
、
宮
田
用
水
第
一
の
杁
で
す
。 

          
「ココロカフェ」のモーニング スペシャルモーニング 

大野杁の石碑 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）11月 5日 第 331号 

 

 
 
 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 

俳 

句 

 
 
 
 
 
 
 

（
朝 

日
）
桑 

原 

伸 

弘 

天
高
く 

暮
し
低
苦 

物
高
苦 

コ
ス
モ
ス
の 

下
に
寝
転
び 

う
ろ
こ
雲 

芝
刈
後 

秋
風
泳
ぐ 
赤
ト
ン
ボ 

 
 
 

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 
田 

恵 

行 

国
葬
た 

こ
う
い
う
も
の
と 

皆
な
学
び 

菅 

岸
田 

舌
抜
か
れ
る 

怖
が
る
な 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 
光 

人
生
百
年 

さ
あ
小
さ
な
夢
を
始
め
る
か 

イ
ン
ボ
イ
ス 

悪
代
官
の
年
貢
上
乗
せ 

何
に
で
も
ゼ
イ
死
ぬ
ま
で
ゼ
イ
Ｓ
Ｄ
ゼ
イ
ズ 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

幾
山
河
越
え
て
来
た
の
か
こ
の
手
に
て 

 
 
 
 

ベ
ン
チ
に
座
し
て
じ
っ
と
手
を
見
る 

風
呂
帰
り
母
と
見
し
月
い
ま
も
な
お 

 

 
 
 
 
 
 
 

今
宵
の
月
を
超
え
て
輝
く 

     
 
 
 

   
 
  

 

 
 

会 

期 

11
月
12
日
㈯
13
時
～
16
時 

11
月
13
日
㈰
9
時
～
15
時 

 

会 

場 

オ
リ
ナ
ス
一
宮 

１ 

階 

 

展
示
品 

書
・
写
真
・
盆
栽
・
絵
画 

 
 
 
 
 

工
芸
・
絵
手
紙
・
手
芸
他 

  

皆
さ
ん
是
非
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上 

 
         

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

駐
車
場
は
思
い 

や
り
会
館
を
ご 

 

利
用
く
だ
さ
い
。 

  
新
入
会
員
の
紹
介 

（
９
月
29
日
～
10
月
20
日
） 

(

大
志)
林 
和
惠
（
葉
栗
）
久
保
幸
則
（
西
成)

小
松

和
典(

丹
陽)
佐
藤
正
太
郎
（
浅
井
）
森 

優
実
・
伊
藤

守
彦
・
小
原
孝
幸
・
尾
関
善
恵
（
大
和
）
國
島
利
保

(

今
伊
勢
）
阿
部
ひ
と
み
（
小
信
）
森
脇
一
信
（
開
明
）

擲 

秀
子
（
大
徳
）
古
澤
惠
美
子
・
古
澤
廣
美
（
木
曽

川)

滝 

弘
明
・
安
井 

稔    
 
 
 
 

16
名 

 

退
会
者
の
紹
介
（
９
月
21
日
～
10
月
20
日
受
付
分
） 

(

神
山) 

中
村
隆
夫
（
西
成
）
新
井
清
子
・
日
髙
和
美

(

小
信
）
福
原
眞
佐
子 

 
 
 
 
 
   

４
名 

    

★
木
曽
川
駐
輪
場
整
理
業
務
班
が 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た 

 

10
月
11
日
㈫
、
木
曽
川
駐
輪
場
整
理
業
務
班
の

会
員
10
名
が
JR
木
曽
川
駅
・
黒
田
駅
・
新
木
曽
川
駅

付
近
に
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
9

時
30
分
か
ら
約
1
時
間
、
皆
さ
ん
ゴ
ミ
や
落
ち
葉

ひ
ろ
い
に
精
を
出
し
、
駅
周
辺
は
大
変
き
れ
い
に
な

り
、
ま
た
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
も
繋

が
り
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

忙
し
い
中
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
10
月
就
業
分
』
11
月
18
日
㈮ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
10
月
就
業
分
』
11
月
25
日
㈮ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
11
月
24
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 

☆
会
員
手
帳
が
入
荷
し
ま
す
。 

 
 

会
員
手
帳
を
申
込
さ
れ
た
方
は
本
・
支
部 

 
 

ま
で
11
月
７
日
㈪
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ 

い
。 

 

今
月
の
こ
と
ば
歳
時
記
は
お
休
み
し
ま
す
。 


